２０２６年度　全都道交法学習会

現場検証　と　取調べ対応

２０２６年７月３０日
江東総合法律事務所　弁護士　大瀧　佳孝
第１　現場検証
１　現場検証とは
　　　検　　証：人・場所について、五官（眼・耳・鼻・舌・皮膚の五つの感覚器官）の作用により、その存在・形状・性質及び状態を認識することを目的として、強制的に行う処分
　　　　　　　　　→　強制捜査（令状が必要）

　　　実況見分：人・場所について、五官（眼・耳・鼻・舌・皮膚の五つの感覚器官）の作用により、その存在・形状・性質及び状態を認識することを目的として、任意的に行う行為
→　任意捜査（令状は不要）

　　　裁判官が、交通事故の状況を、客観的に把握するための資料
　　　（衝突地点はどこか、ブレーキ痕までの距離、視認した際の距離関係など）

　　　交通事故が起きたら、ほとんどのケースで、検証・実況見分は実施される

　　　一般人が私的に行う、いわゆる「現場検証」や「実況見分」を、
厳密に区別する必要なし（以下、単に「現場検証」と標記します）

２　現場検証の要否
　　警察の現場検証とは別に、なぜ、組合で現場検証するのか？

　　　※　どんな事故でも必要、というわけではない
　　　　　→　重大事故の場合、運転手に言い分がある場合　等

　　　例：ドラレコには被害者が映っている　⇔　運転手目線では見えなかった
　　　　　視界の明暗、道路の傾斜、ピラーの位置関係、路肩の車の位置関係　等
　　　　　→　現場検証をして、実際に見えなかったのか、確認する

３　現場検証のやり方
　　　組合単体で実施可能なら問題なし
　　　経験のない組合や、経験の浅い組合の場合、ブロックや地連に相談

　・時期
できるだけ早期に実施
（警察の実況見分後だと、チョーク等が残っていてやりやすい）

　・時間帯
　　　事故発生時刻と近い時間帯が望ましい

　・人員
　　　運転手の他、少なくとも現場作業員として４人必要
　　　　走行中の車を確認する人　１名（車の流れを止めることはできない）
　　　　メジャーで測る人　　　　２名
　　　　記録する人　　　　　　　１名

　・現場検証の実施
　　　運転手の言い分が事実かを確かめる視点で現場を確認、記録化
　　　　参照：図面の記載例

・図面を作成する際の視点
　　運転手の言い分を説明できるような見取り図を作る
　　　　例　Ａ地点では歩行者は見えなかった
　　　　　　Ｂ地点で歩行者が見えた
　　　　　　Ｂ地点でブレーキをかけても間に合わなかった
　　　　　　　　　↓
　　　　　　　Ａ地点、Ｂ地点を特定し、衝突地点の距離を測って記録する

　・補足
　　　記載例はブロックで確認できる、とのこと
　　　車の流れを止めることはできない　→　結構大変

４　組合が現場検証をする効果
　　⑴　運転手にとって
警察の実況見分で判明しなかったことを確認できる可能性
警察の実況見分の正しいかどうか、確認できる（再検証）
　　　　　刑事手続・行政手続への対応のための資料

　⑵　組合にとって
組合員のための組合活動
　　　　　組合員からの理解、組合員増加への一助

５　事故が起きたら・・・
　　　安全確保、救護、１１０番、所属組合に連絡

　【参考】被害者の怪我が軽そうで、「大丈夫です！」と言われた場合は？？

「運転手等は、直ちに車両の運転を停止し十分に被害者の受傷の有無程度を確かめ、全く負傷していないことが明らかであるとか、負傷が軽微なため被害者が医師の診療を受けることを拒絶した場合を除き、少なくとも被害者をしてすみやかに医師の診察を受けさせる等の措置は講ずべきであり、この措置をとらずに運転手自身の判断で、負傷は軽微であるから救護の必要はないとして、その場を立ち去るがごときことは許されない」
（最判昭和45年4月10日判タ248号209頁）

　→　救護義務が免除されるのは「全く負傷していない」場合など、限定的！
　　　接触した、怪我をしているなら、【救護義務あり】と捉えるべき。

第２　捜査機関からの取調べの対応
１　現場検証・実況見分
　　　　誘導がありうる　「ここの位置から被害者が見えたんじゃないか？」
　　　　自分の記憶を正確に説明
　　　　言い分があるなら「遠慮せず」言う

２　取調べ
　　・警察の考え方
　　　　調書が証拠になる
　　　　後から「内容が間違いだった」と言っても通用しない
　　　　有罪認定できる方向で作成しようとすることが多い

　・運転手側の対応
　　　　自分の記憶を正確に説明
　　　　調書にサインをしたら、後からひっくり返せない
　　　　サインをする前に本文を必ず確認
修正が必要な場合は書き直させる（書き直さない場合はサイン不要）

３　注意
　　　　取調は対応したものの、後から罰金になり組合に相談　←　手遅れ
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